
➔ オイル編		
　集中潤滑装置の設計 
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脱圧時間（表3）	
（2.5〜0.5MPa…秒）
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バルブ動作時のポンプ吐出量（AMO）		 	 	 	 	 	 	 表	1

集中潤滑装置の設計

オイル編　大型機械対応定量バルブシステム

各ポンプ共通

全長（m） 鋼　管 フレキシブル
ホース

ナイロン
パイプ

2 5.5 5.5

5 5.5 6 5

10 6 7 10

15 6.5 7.5

20 7 8.5 20

25 7.5 9

30 8 10 40

35 8.5

40 9 70

45 9.5

50 10
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ポンプ

全長（m）

AMO

鋼　管 フレキシブル
ホース

2 3.5 6

5 4.5 7.5

10 6 10.5

15 7.5 13.5

20 9 16.5

25 10.5

30 12

35 13.5

40 15

45 16.5

50 18

圧力立上がり時間（表２）	
（0〜リリーフ圧力…秒）

主	配	管
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リューベのサービス

（2）システム設計手順

(1)	記入欄1〜4に潤滑個所データを記入します。
	(2)	油量計算式により必要給油量を求め、記入欄5に記入します。
(3)	記入欄 5の最小値を見出し、これを除数とし項目5の中の
各油量を割り、相対的油量比を求め、記入欄 6に記入します。
最小値の油量比を1とします。よって乗数も1と決め記入欄
8	に記入します。次に乗数が1である個所は表10により、
フローユニットのサイズ番号 02に相当します。その個所の
記入欄 7には02と書き入れます。

(4)	表 4と表 5を比較参照し、表 5中の油量比に最も近い乗数
を表4にて見出し、その数を記入欄 8に記入します。（例え
ば表 5の記入欄 6の油量比率が 7.5であれば 8と、13.2	
であれば16と記入）

(5)	これが済めば、表4からそれぞれの乗数に相当するフローユ
ニットのサイズ番号と流量定数値を記入欄 7と記入欄 9に
書き入れることができます。

(6)	記入欄 5の最小値と記入欄 8の乗数との積を各個所の記
入欄10に記入すると、実際の油量が各個所につきmℓ/
hour で求められます。（例えば記入欄 5の最小値が 0.5m
ℓ/毎時であり、記入欄 8の乗数が 4、16、2、1…である
場合、0.5とそれらとの積である2、8、1、0.5…と各個所
につき記入欄10に記入します。）

(7)	記入欄9と記入欄10との合計を表5の合計欄に記入します。

データシート（表5）の作成方法

フローユニットの選定
各潤滑個所の必要給油量の計算が行われ、これをいかに計算ど
おり吐出させるかは、フローユニットの選定にかかっています。
ただ無差別にフローユニットの番号を選んでも良い結果は得られ
ません。
同じ番号のフローユニットを決めて、潤滑ポンプに近い所と機械
の端の遠い所に取付けた場合や、又、低い位置と数メートル離
れた高い位置に取付けた場合で、吐出される油量が違っていては
完全な潤滑装置とは言えません。
集中潤滑装置では、各フローユニットの番号により流量定数	
（φ値）を決め、この合計φ値から潤滑ポンプを選定することに
よって完全にバランスのとれた吐出を可能にします。
	

HSA

1

フィルター

ロッド
本体
チェック・バルブシート
スプリング
止め金

 流れ方向 

        流れ方向 型式

集中潤滑装置の設計

オイル編	抵抗方式

178



リ
ュ
ー
ベ
の
サ
ー
ビ
ス

フローユニットの流量定数（φ値）と乗数（表４）

フローユニット番号 流量定数 乗数
03 1.2 0.5
02 2.5 1
0 5 2
1 10 4
2 20 8
3 40 16
4 80 32
5 160 64

A F
P
F W
C W
B W
G
C A
C H

0.04
0.023

0.023

0.0017
0.006

0.012
0.046
0.013
0.008

φT F T

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

V

W

φ
Hz

μF ℓ

mm²/s（40℃）

mm²/s（100℃）

MPa
MPa

項

会社名
住　所
担当課
担当者

営業所名
日　　付
見積書No.
承認型式

機械名
型式名

コロガリ軸受 (antifriction bearing)
平軸受　(plain bearing)(metal)
平面スライド (flat slide way)
円筒スライド (cylinder slide way)
玉軸受 (boll/roller bearing slide way)
歯車 (gear)
カム (cam)
チェーン(chain)

必　要　給　油　量　の　計　算　方　法

潤　滑　個　所　名　称

略　称 係　数 寸　法 　計　算　値
ベアリング
直　　　径
回　転　軸
直　　　径
幅
軸直径
摺動方向
長　　　さ
ピッチ円
直　　　径
接触円周
長　さ

列　数

列　数

軸受方向
長　　　さ

歯　車

幅

幅

長　さ
軸　方　向
長　　　さ

必要給油量

（mℓ／

毎時）

油　量　比

潤　滑　個　所　の　種　類 

シ　ス　テ　ム　仕　様

給　油　方　式

使用油 
油　種　名

使 用 粘 度

間　欠　給　油
連　続　給　油

手　動　式
自　動　式

ポ　ン　プ　ユ　ニ　ッ　ト　仕　様
型　　　　　式
コ　ー　ド　No.

モーター

電　　　圧
出　　　力
相　　　数
周　波　数
コンデンサー

吐　　出　　量

吐　出　圧　力

間　欠　時　間

オイルレベル
ス イ ッ チ

タンク容量

型　式

mℓ/毎時

分

有／無

mℓ/ショット

（カム設定No.　　　　　）

　条　件 フローユニット／コントロールユニット

回　転　数
(RPM)
又は

動　　程
（ストローク
／毎分）

フロー
ユニット
又は

コントロール
ユニットの
番号

乗　数 流量定数
（φ値）

実給油量
（mℓ／
毎時）

合　計

LUBRICATION SYSTEM DATA SHEET

データシート　	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 					　	表５
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リューベのサービス

潤滑ポンプの選定
	
システムのφ	T	の最大許容量値（間欠)（表６）

(1)	表 5において潤滑装置に必要な総油量が計算されましたか
ら、どのポンプ吐出量が適当かを表 6から選びます。

(2)	フローユニットの総個数を数え、この総数あるいはこれに最
も近い数値を表 6の第1列から選び、総値に適する値を選
び次の手順に従ってください。

(3)	そのφT値から、最小限必要とする吐出量（mℓ/ショット）
が求められます。なるべく最小量よりはやや大きい吐出量を
選ぶことがよいと思われます。

自動式の場合、選択された潤滑ポンプが 5.5mℓ/ショット以上
を要する時はギヤー式ポンプ（AM型、ADM型）をご利用くだ
さい。

連続給油の場合のコントロールユニットの選び
方については、間欠給油と同じようにデータシー
トの作成を行ってください。データシートの作成
を行った結果、選定されたコントロールユニット
とポンプ吐出圧と吐出量の関係については表９
をご使用ください。

(1)	V 軸上に与えられた油の粘度（mm²/s）を
置く。

(2)	計算の結果、データシートの項目10の FT
値を60で割り、その値を f	軸上に置く。

(3)	上記 2点を直線で結び、X	線で交錯する点
を見る。

(4)	P 軸にポンプ最高及び最低吐出圧を任意に
見る。（一般的に加圧と吐出油量のバランス
をみると、実用上0.2〜 0.6MPa	での使用
が最も安定しています。

(5)	X 線上とP 軸上の2点（最高・最低）を結
び、φT 軸上に変わる2点を見る。これら
が求めるφT値の最大及び最小値です。従っ
て、計算で求められたφT値はこの最大、最
小の範囲内になければなりません。

(6)	φTの値を増やすには、計算で求められた
コントロールユニットの段位を一段下げて、
φT値を再計算します。希望値に達するまで
この計算を繰り返します。

(7)	Tの値を減らすには、コントロールユニット
の段位を一段下げ	てφ	T	値を再計算します。
希望値に達するまでこの計算を繰り返します。

(8)	最終的に決定したφT値をφT 軸に置き、
この点とX線にマークした点を結び、その線
が交わるP軸上の値を見る。この値が潤滑
ポンプの設定圧になります。
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粘
度
（
m
m
²/
s）

温度（℃）

1＝オイル 32          32.7 mm²/s             5.6 mm²/s
2＝オイル 100      101.0 mm²/s           11.9 mm²/s
3＝オイル 320      319.0 mm²/s           26.0 mm²/s
4＝オイル 460      454.3 mm²/s           32.3 mm²/s

      40°C           100°C

粘度／温度グラフ	　　　　　　														表７

連続給油システムの決定方法

集中潤滑装置の設計

オイル編	抵抗方式	

ポンプ
フロー
ユニットの数

ポンプ吐出量mℓ/s／ショット

0.5 1 2 3 4 5

5 150 250 450 700 800
10 115 180 320 560 680 750
15 96 150 255 450 570 640
20 82 128 225 360 480 550
25 68 108 180 320 400 470
30 58 90 155 280 330 400
40 48 65 120 215 250 290
50 60 94 155 185 215
60 72 115 135 160
70 84 84 125
80 96
90

（注）油の粘度は常温で32〜1300mm2/sであること。

180



リ
ュ
ー
ベ
の
サ
ー
ビ
ス

コントロールユニットの流量定数（φ値）と乗数（表８）

ポンプ吐出圧と吐出量の関係 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表９

コントロールユニット
番号 流量定数 乗数

5 0.3 0.13
4 0.6 0.25
3 1.2 0.5
2 2.5 1
0 5 2
1 10 4
2 20 8
3 40 16
4 80 32
5 160 64

1,000,000

500,000
400,000

300,000

200,000

100,000

50,000
40,000

30,000

20,000

10,000

5,000
4,000

3,000

2,000

1,000

500
400
300

200

100

50
40

30

20

10

5
4

3

2

1

.1

.2

.3

.4

.5

1

2
3
4
5

10

20
30

100

200
300
400
500

1,000

40

V
22,000

11,000
8,500

5,500

4,500

2,200

1,100
850

625

420

320

215

110
85
65

42

20

7.2
3.9

3

2

X
φT

50

f＝油の流量（mℓ/min）
V＝油の粘度（mm²/s）
P＝管内圧力（MPa)
   T＝総流量定数値 φ 

口金

テーパーピン

ヘリカルメタリング

本体

止め金

型式流れ方向
CSA
03
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